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【研 究 目 的】 種々の臓器で c-mycの発現増大している「FIR+/-マウス」と金沢大学がん研究所 大島正伸教

授が作製した「Ganマウス」を交配させ（掛け合わせ）、ヒト悪性化胃がんを分子機序から再

現する新規悪性胃がん病体モデル（Gan・FIR+/-マウス）を作製して、胃癌の悪性化に関わるメ

カニズムを調べることを研究目的とした。 

【研究内容・成果】 Gan マウスに発生する比較的低悪性の胃癌が、FIR+/- （c-myc が高発現している）と交配す

ることにより浸潤、転移能が活性化されるかどうかを調べるため島教授との共同研究を計画

し H25の共同研究に採択されました。Gan・FIR+/-マウスで性質変化した胃癌を解析する事によ

り、我々が従来から研究している、胃がんの悪性化に関わる c-myc(あるいは FIR)の遺伝子群

を同定することも予定しました。「Gan マウス」は熊本大学動物センターに保存されおり、本

研究では Gan マウス（B6、受精卵あるいや胚細胞）を千葉大動物舎に輸送して生体にした後

（千葉大・幡野教授）、FIR+/-マウス（C57BL/6）と交配する必要があります。そのための千

葉大学における倫理書類や動物実験、遺伝子組み換え実験を行うための倫理審査、および金

沢大学―千葉大学間の共同研究契約の手続きを行い、必要な契約書類、倫理審査が全て終了

し承認されました。我々はこれまでの検討で FIR ヘテロ欠損マウス（FIR+/-）と p53 ホモ欠損

マウス（p53 -/-）を掛け合わせると血液がん（悪性リンパ腫・白血病）が発生することを確認

しています（論文準備中です）。Gan マウスに発生する比較的低悪性の胃癌が、FIR+/- （c-myc

が高発現している）と交配することにより浸潤、転移能が活性化する可能性は高いと考えて

います。今後交配を進めるとともに、癌の発生に関しては発癌化合物などの刺激を与えて発

生頻度の差を検討することも考えています。 
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